
1989年出土の木簡

京
都

。

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
舞
終
市
字
久
田
美
小
字
細
エ
ケ
下

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
一
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
舞
鶴
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
士
［
岡
博
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

久
田
美
遺
跡
は
、
昇
儒
市
の
西
部
を
北

へ
貫
流
す
る
由
良
川
の
河
口
か
ら
、

約

一
二
血
上
流
の
右
岸
山
裾
に
位
置
し
て
い
る
。

遺
跡
の
立
地
は
、
西
に
開
く

谷
幅
五
〇
ｍ
、
奥
行
九
〇
ｍ
の

小
規
模
な
谷
間
の
水
田
地
で
、

標
高
六
ｍ
前
後
を
測
る
。
遺
跡

＞

背
後
の
山
上
に
は
、
中
世
城
郭

難
池
田
谷
城
跡
が
あ
り
、
そ
れ
か

剛
ら
西
方
へのび
る
遺
跡
を
換
む

伏
尾
根
上
に
も
、
い
く
つか
の城

郭
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

久
田
美
遺
跡
の
調
査
は
、
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
確
認
調
査
で
、
舞
鶴
市
教

育
委
員
会
が

一
九
八
九
年
度
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
谷
部
に
設
定
し
た
八
×
一
〇

・
五
ｍ
の
調
査
地
で
、
積
石
遺
構
、

溝
状
遺
構
、
掘
立
柱
建
物
等
を
検
出
し
た
ほ
か
、
九
層
の
遺
物
包
含
層
を
確
認

で
き
、
低
湿
地
の
た
め
柱
根
や
木
製
品
等
が
良
好
に
遺
存
し
て
い
た
。

木
筒
が
出
上
し
た
の
は
、
積
石
遺
構
の
ベ
ー
ス
を
な
す
堆
積
層
の
第
七

・
八

層
と
、
全
て
の
遺
構
が
埋
没
し
た
後
に
堆
積
し
た
第
三
層
の
上
部
層
で
あ
る
。

第
七

・
八
層
は
、
有
機
物
を
多
く
含
む
泥
土
層
で
、
木
簡
二
点
、
舟
形
代
、

ノ
コ
ギ
リ
状
木
製
品
、
火
鑽
臼
、
木
球
、
横
櫛
、
椀
、
箸
、
草
履
状
木
製
品
、

下
駄
、
縄
と
い
っ
た
木
製
品
や
、
土
師
皿
、
瓦
器

（盤
、
鍋
、
鎌
、
碗
）、
須
恵

質
鉢

全
果
海
系
か
）、
土
錘
、
石
鍋
転
用
石
製
品

（護
符
か
）
等
の
遺
物
の
ほ
か
、

多
く
の
獣
骨

（ウ
ン
・
ウ
マ
の
下
頚
骨
、
前
・
後
足
各
部
位
等
）
が
出
上
し
た
。
時

期
は
、　
三
二
世
紀
後
半
ｉ

一
五
世
紀
前
半
に
比
定
さ
れ
る
。

第
三
層
上
部
層
か
ら
は
、
木
簡
五
点
、
寛
永
通
宝
等
が
出
上
し
、
木
簡
は

一

八
世
紀
後
半
頃
に
比
定
さ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①
　

「常

（符
録
）
唸
々
如
律
令
☆
」
　
　
　
　
　
　
］『冥
∞受
ト
ヨ

②

　

「
＜

日

日

日

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

解
∞
受

中
契

⇔

需

］

⑥

　

「
□
□
□
□
七
升
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸⇔叉
∞賀
Φ
冨

久く

田た

美み

遺
跡



①
　
。
「
細
工
下
町
畑
后
行
」

。
「
よ
ろ
す
や
　
　
　
」

⑤

　

「
ロ
ーー

日
口

仲
日
□
」

⑥
�
畠
目
団
Ш
」

。
「
寅
三
月
吉
日
　
仲
右
衛
門
」

⑦
　。「国留］」□□初畑弼制」

。
「
三
月
吉
日
仲
右
衛
門
」
　
　
　

　
　
　

　
　

Ｐω契
〕受
卜
雲

ω
は
呪
符
で
、
大
日
如
来
を
表
わ
す
梵
字

「゙
ハ
ン
」
を
お
き
、
次
に

「山
八

戸
」
と
い
っ
た
符
纂
、
鬼
神
を
表
わ
す
星

「
口
」
を
三
個
、
七
鬼
神
を
表
わ
す

七
個
の
日
と
そ
れ
ら
を
維
に
む
す
ぶ
線
と

「
口
」
を
五
個
、
そ
の
下
に

「
口
」

を
三
個
、
そ
し
て

「戸
戸
戸
」
、
次
に

「喩
々
如
律
令
」
と
書
き
、
さ
ら
に

「五

行
」
の
星
形
を
お
い
て
お
わ
る
。
こ
の
呪
符
は

「七
日
符
」
と
い
わ
れ
る
も
の

で
、
疫
病
祓
い
の
た
め
門
前
に
立
て
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

（奈
良
大
学
水
野
正

好
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。　
②
も
呪
符
の
可
能

性
が
強
く
、
判
読
不
能
の
記
号
様
の
墨
書
が

あ
る
。
③
ｉ
⑦
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
④

の

「細
工
下
」
は
調
査
地
点
の
小
字
で
あ
り
、

〕
Φ
∞
×

〕
Φ
×

Ｐ
μ
　

Ｏ
牌
μ

μ
Φ
Φ
×

∞
∞
×

∞
　

Φ
い
出

ド
⇔
］
×

中
『
×

卜
　

〇
明
μ

⑥
⑦
の

「仲
右
衛
門
」
は
土
地
所
有
者
に
伝
わ
る
家
号
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｏ
⑦

の

「七
升
」

軍
τ
升
七
合
」
等
の
上
に
記
さ
れ
た
文
字
は
判
読
で
き
な
か
っ
た

が
、
あ
る
い
は
米
な
ど
の
穀
物
種
名
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
紙

の
普
及
し
て
い
た
時
代
に
、
木
札
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
用
途
の

特
殊
性
が
う
か
が
わ
れ
る
。

今
回
出
上
し
た
呪
符
の
共
伴
遺
物
に
は
、
舟
形
代
等
、
祭
祀
的
性
格
を
も
つ

も
の
が
多
い
ほ
か
、
獣
骨
類
が
目
を
ひ
い
た
。
獣
骨
は
解
体
さ
れ
て
、
前
足
、

後
足
、
頚
な
ど
の
単
位
で
投
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
当
時
の
動
物
利
用
を
う
か

が
う
上
で
興
味
深
い
資
料
で
あ
る

（獣
骨
に
つ
い
て
は
、
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

松
井
章
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

久
田
美
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
区
域
で
の
調
査
で
も
あ
り
、

不
明
な
点
も
多
く
残
さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
は
、
背
後
の
城
郭
と
何
ら
か
の
関

連
を
も
つ
遺
跡
と
し
て
と
ら
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
遺
跡
は
不
十
分
な
が
ら

設
計
変
更
を
行

っ
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

９
　
関
係
文
駄

舞
鶴
市
教
育
委
員
会

『
久
田
美
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
』
盆
九
九
〇
年
）

（吉
岡
博
之
）

ヽ
督
″

今
ギ




